
その後、全国から多くの大学生ボランティアが集まるようになり、ボランティアと被災地をつなぐ

役目が必要になったことから、「いわてＧＩＮＧＡ－ＮＥＴプロジェクト」を結成しました。2012 年

２月には法人格を取得し、現在の『ＮＰＯ法人いわてＧＩＮＧＡ－ＮＥＴ』を設立しました。 

震災から間もない頃は、持ち込み型の支援（支援の中身が先立つもの）が多くありましたが、２年

以上経った現在は、支援のあり方が大きく様変わりしているとのことです。今最も必要なのは、「住

民の方と共同で色々なものを創り上げること」や、「ニーズに合わせた支援をしていくこと」と八重

樫さんは語っています。そこで、現在は、「県内の大学生を中心に、地域の方とつながっていく活動

をすることを目指しながら、支援に取り組んでいる」とのことです。 
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八重樫さんは、岩手県立大学在学中からボラン

ティア活動に積極的に関わり、学生ボランティア

センター（平成 20 年設立）の中心的なメンバーと

して活動するようになりました。現在は『ＮＰＯ

法人いわてＧＩＮＧＡ－ＮＥＴ』代表として活躍

しています。 

東日本大震災発災後の３月 25 日には、釜石に入

り、当時の災害ボランティアセンターの運営支援

に奔走したそうです。 
代表の八重樫 綾子さん 

最後に、今後の抱負を聞いたところ、「仮

設住宅から最後の一人が出るまで、学生たち

と共に被災地に通い続けます」と語ってくだ

さいました。 

  

★前向きに進もうとする八重樫さんの言葉

に、たくさんの元気をいただいた取材となり

ました。 


